








要約 川崎病に対して昭和58年 10月 7日から昭和60年 2月 14日の間は完全分子型もしく

はペプシン処理型免疫グロプリン 100 ㎎/Kg1 回投与を行った。また,昭和 60 年 2 月 15 日

から昭和 61 年 3 月 31 日分期間は完全分子型もしくはペプシン処理型免疫グロブリン 100

㎎/kg/日連日 5日間投与を行った。両者ともにアスピリンを併用し,かつ,アスピリン単独

治療群と比較した。1 年後における冠動脈障害発生率の各群の比較では 100 ㎎ 1 回投与及

び,連日 5日投与のいずれの方法においても,各治療法間に有意差は認めなかった。入院時

に冠動脈障害を認めた例を除いた場合においても各治療群の間に差は認められなかった。 


